
数字で見る被災地
①がれき処分量（処理率）
②県外避難者数（４月５日との比較）

第
２
回
復
興
推
進
会
議
開
催

イ
ン
フ
ラ
復
旧
は
概
ね
「
目
標
通
り
」

ハ
ー
ド
の
復
旧
か
ら
ソ
フ
ト
面
の
復
興
へ

間
で
行
っ
た
施
策
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
。
本
土
の
福
岡

市
街
地
に
建
設
さ
れ
た
仮
設
住

宅
入
居
者
が
、
無
関
心
に
な
っ

た
り
島
を
離
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
全
員
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
意

向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
、
会
報
を
作
っ

て
配
布
す
る
な
ど
の
具

体
的
な
工
夫
も
紹
介
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
被

災
家
屋
の
査
定
方
法
や

行
政
と
の
連
携
方
法
な

ど
、
予
定
時
間
を
超
え

て
も
質
問
が
続
き
、
住

岩手県
①５９．５万トン
	 （１１．３％）
②１５８３人
	 （＋８人）

宮城県
①	２１２．３万トン
	 （１８．４％）
②８４３１人
	 （－３１人）
福島県
①	１８．９万トン
	 （９．４％）
②	６２０３８人
	 （－６９８人）

※①５月２１日現在、環境省　②５月１０日
現在、復興庁

　

会
議
で
目
標
を
下
回
る
進
捗

が
報
告
さ
れ
た
海
岸
に
お
け
る

施
設
の
復
旧
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
丁
寧

に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
着
工
の
遅

れ
が
原
因
と
さ
れ
た
。
現
在
、

海
岸
堤
防
の
高
さ
等
を
め
ぐ
る

地
域
住
民
と
の
交
渉
が
難
航
し

て
い
る
が
、
今
年
度
中
に
約
６
割

に
あ
た
る
２
９
９
地
区
海
岸
に

お
い
て
本
復
旧
工
事
に
着
工
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

　

復
興
庁
は
18
日
に
第
２
回
復
興
推
進
会
議
を
開
催
し
、
復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
と
取
り
組
み
を

確
認
。
そ
の
上
で
、
復
興
施
策
の
事
業
計
画
と
工
程
表
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
ま
ち

づ
く
り
等
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
分
野
は
目
標
通
り
の
進
捗
、
海
岸
対
策
と
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
目
標
を
や
や
下
回
っ
た
と
し
た
。

　

一
方
が
れ
き
処
理
は
、
お

よ
そ
２
２
５
０
万
ト
ン
あ
る

と
推
計
さ
れ
る
災
害
廃
棄
物

（
が
れ
き
）
の
う
ち
、
撤
去
さ

れ
た
の
は
全
体
の
77
％
に
あ
た

る
１
７
３
０
万
ト
ン
。
処

理
・
処
分
が
完
了
し
た
の
は
、

12
・
３
％
の
２
８
０
万
ト
ン

だ
っ
た
（
21
日
発
表
の
最
新

デ
ー
タ
で
は
進
捗
15
・
５
％
）。

　

が
れ
き
の
仮
置
場
へ
の
移
動

に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月
末
ま

で
に
、
沿
岸
43
市
町
村
の
う
ち

23
市
町
村
で
移
動
を
完
了
さ
せ

る
予
定
だ
っ
た
が
、
実
際
に
達
成

し
た
の
は
９
市
町
村
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
遅
く
と
も

２
０
１
３
年
３
月
末
ま
で
に
43

市
町
村
す
べ
て
に
お
い
て
移
動
を

完
了
さ
せ
る
目
標
が
新
た
に
設

る
た
め
、
仮
焼
却
炉
を
岩
手
県

に
２
基
、
宮
城
県
に
29
基
設
置

し
て
被
災
地
の
処
理
能
力
を
上

げ
る
と
と
も
に
、
広
域
処
理
に
つ

い
て
も
、
受
け
入
れ
可
能
性
の
高

い
自
治
体
に
対
し
て
優
先
的
に

実
現
を
図
っ
て
い
く
方
針
を
確
認

し
た
。

　

４
月
29
日
、
岩
手
県
大
槌
町

赤
浜
小
学
校
体
育
館
で
、
町
民

に
よ
る
町
民
の
た
め
の
復
興
ま

ち
づ
く
り
勉
強
会
、
第
３
回
大

槌
町
復
興
円
卓
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。
福
岡
市
西
区
・
玄
界
島

の
「
島
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

細
江
四
男
美
（
し
お
み
）
会
長

が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、「
漁

業
者
か
ら
見
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
講
演
し
た
。
こ
れ
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト
」
が
大
槌
町
で
展
開
し

　

各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
作

成
す
る
復
興
事
業
計
画
は
、
３

月
末
時
点
で
39
市
町
村
に
お
い

て
策
定
済
み
と
発
表
さ
れ
た
。

今
後
は
、
高
台
移
転
や
区
画
整

理
等
、
個
別
の
事
業
計
画
策
定

と
実
施
が
課
題
と
な
る
。
会
議

で
は
、
円
滑
な
実
施
の
た
め
に

国
が
復
興
交
付
金
の
給
付
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
職

員
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
支
援

を
行
う
指
針
を
示
し
た
。

　

被
災
地
の
産
業
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
改
善
し
て
い
る
が
、

本
格
的
な
復
興
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
分
析
。
観
光
客
数
が
震

災
前
に
比
べ
17
・
１
％
落
ち
込

ん
だ
観
光
業
の
ほ
か
、
農
地
の

復
旧
率
は
約
39
％
、
水
産
加
工

施
設
の
復
旧
率
は
約
50
％
。
鉱

工
業
も
、
一
様
に
回
復
は
し
て

い
る
も
の
の
、
沿
岸
部
の
生
産

施
設
の
被
害
が
著
し
か
っ
た
宮

城
県
で
は
回
復
に
遅
れ
が
出
て

大
槌
町
で
復
興
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

て
い
る
「
ま
ご
こ
ろ
広
場
」
が

主
催
し
、
細
江
氏
を
招
い
た
も

の
。
２
０
０
５
年
３
月
の
福
岡

県
西
方
沖
地
震
か
ら
３
年
で
復

興
を
遂
げ
た
玄
界
島
の
取
り
組

み
に
、
町
民
ら
が
耳
を
傾
け
た
。

　

細
江
会
長
は
、
島
民
の
代
表

で
あ
る
復
興
委
員
を
住
民
投
票

で
選
ん
だ
こ
と
や
、
復
興
委
員

が
強
く
責
任
を
持
っ
て
島
民
を

リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
様
子
、
島

民
総
会
で
重
要
案
件
の
合
意
形

成
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
、
３
年

３
年
で
復
興
を
遂
げ
た
福
岡
・
玄
界
島
に
学
ぶ

堤
防
復
旧
と
が
れ
き
処
理
に
遅
れ

民
全
員
が
意
見
を
出
せ
る
場

へ
の
意
義
を
感
じ
る
声
も
あ

が
っ
た
。

【
４
・
５
面
に
特
集
】

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
処
理
に
つ
い

て
は
、
昨
年
掲
げ
た
２
０
１
４

年
度
３
月
末
ま
で
に
中
間
処

理
・
最
終
処
分
を
完
了
す
る
と

い
う
目
標
に
向
け
て
、
対
象
と
な

る
43
市
町
村
の
う
ち
３
市
町
村

で
、
前
倒
し
で
完
了
し
た
と
発

表
。
今
後
、
処
理
を
加
速
さ
せ

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
は
、

復
興
の
リ
ー
ド
役
と
な
り
得
る

中
小
企
業
等
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
補
助
金
を

こ
れ
ま
で
１
９
８
グ
ル
ー
プ
に

２
２
０
２
億
円
助
成
す
る
等
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
支
援
を
継
続
し
て
産
業
の

押
し
上
げ
を
図
る
方
針
を
改
め

て
確
認
し
た
。

　

今
回
の
復
興
推
進
会
議
で
は
、

主
に
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
備

に
お
い
て
復
興
計
画
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
点
が
強
調
さ
れ
た
。

今
後
の
復
興
事
業
推
進
で
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
・
再

生
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
住

民
の
合
意
形
成
、
被
災
事
業
の

本
格
再
生
等
、
ソ
フ
ト
面
を
含

め
た
よ
り
い
っ
そ
う
の
成
果
が

求
め
ら
れ
る
。
復
興
が
表
面
的

な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
復
興

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

福岡・玄界島から招かれた細江四男美会長。
全員参加型の島の復興について具体的に説明した。

避難者数約３４万人、うち避難所に
いる者は２５０人。仮設住宅は５万３千戸
が完成。

各自治体が作成した復興計画に基づ
く住宅再建や高台移転等事業の円滑
な実施。

家屋流出地域や原発警戒区域を除
き、ライフラインや公共サービスは
ほぼ復旧。

遅れの出ている海岸堤防の建設等、
海岸対策について、地域住民や関係
機関と調整のうえ着工。

依然として有効求職者数が有効求
人数を下回っている。沿岸部では有
効求職者数が増加。

女性の求人数の不足、増加している
建設業への未経験者の就職困難等、
ミスマッチの解消。

被災３県の主要漁港における水揚げ
数量・金額は、今年３月に被災前同
月比で約８割にまで回復。

２０１３年度末までに１万２千隻の漁船の
復旧、２０１５年度末までに再開希望の水
産加工施設すべての復旧・復興。

８３１０h aの農地で営農可能となっ
た。これにより農地の復旧率は約
３９％に。

おおむね３年で復旧し、２０１４「年度
までに約９割の農地で営農再開を目
指す。

被災前同月比で、東北３県への観光
客数は１７．１％減。 観光需要の回復に向けた取り組み。

今年３月末までの撤去完了を目指し
ていた２３市町村中、目標達成した
のは９市町村のみ。

仮焼却炉設置による被災地の処理
能力向上および広域処理。

避難者
・

仮設住宅

インフラ

雇　用

水産業

農　業

観光業

災害廃棄物
（がれき）
の処理

進捗 課題・今後の取り組み事業

９
２０１2 年（平成 24 年）5 月 28 日　月曜日

（1） ２０１２年（平成 24 年）5 月 28 日 月曜日（復興 444 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 9 号　

第 号被災地復興に取り組む人のための業界新聞
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政策
東北広域計画見直しへ	

東北地方整備局は、震災を踏まえ
災害に強い圏域づくりを目標に加え
た新たな「東北圏広域地方計画」の
策定を行う方針を表明。本年度内に
決定する予定。

産業復興
企業立地補助金、１６７件決定
福島県の企業立地補助金において、
応募総数２９９件から、支給対象と
なる１６７件が決定した。２７００人
を新規雇用できる見通し。

スマートシティー連絡会議設置
宮城県は、再生可能エネルギーなど
を活用した都市づくり「スマートシ
ティー」構想において、県内の沿岸
１５市町で構成する連絡会議を設置
する方針を固めた。

七ヶ浜町で太陽光発電運転開始
東北電力は、七ヶ浜町に建設した太
陽光発電所を２５日から運転開始す
ることを発表した。６００世帯の年
間使用相当分の発電量を見込む。

「東北旅行行きたい」が５３％
「年内に東北へ行ってみたい」人が
５３％いることがＪＴＢの会員６５７５
対象の調査で判明した。希望旅行時
期は４７％の 7～９月が最多。

生活・まちづくり
仙台市４地区、復興住宅概要発表
仙台市は、市内１７地区で整備予定
の２８００戸の 復 興 住 宅 のうち
２０１３年度末に入居予定の４地区
５９５戸の整備概要を発表した。

相馬市、集団移転計画認可
福島県相馬市の防災集団移転促進
事業計画が７日、国交省に認可され
た。５００世帯分の公営住宅や分譲
用地を確保する。

海岸防潮林再生に着手
宮城県は６月に七ヶ浜で植樹会を開
催する計画を発表した。被災した海
岸防潮林の再生のため、２０２０年
までに植樹を進める予定。

飯舘村、避難区域計画を再編
福島県・飯舘村は、行政区単位に避
難区域を再編する案を作成した。全
域が避難区域となった町村による再
編案は初。帰還時期は除染の結果
により判断される。

漁業
久慈川アユ漁解禁へ
福島県矢祭町の久慈川第一漁協は、
放射性物質不検出との調査結果をう
け、例年通り来月３日にアユ漁を解
禁することを決定した。

原発・放射能
福島県、除染技術公募
福島県は昨年度に続き、建物などの
除染技術、排水に含む放射性物質
を低減する技術の公募を、１４日よ
り開始した。

避難する子供３万人以上
福島県内１８歳未満の子供の県外
避難は１万７８９５人、県内避難は
１万２２１４人で合計３万人以上にの
ぼることが県のまとめで判明した。

医療
福島県１８歳以下医療費無料に
福島県は１４日、１８歳以下の医療
費を無料化することを表明した。小
３以下は市町村が、小４以上１８歳
以下は国が負担する方針。

その他
岩手県と静岡県、がれき処理協定
岩手県は、１４日に震災がれきの処
理について静岡県と協定を結んだ。
県の協定締結は４件目。山田町と大
槌町の木材がれきの処理にあたる。

　

復
興
庁
は
11
日
、
３

月
31
日
ま
で
の
震
災
関

連
死
者
数
を
１
６
３
２

人
と
発
表
し
た
。
被
災

３
県
の
内
訳
は
、
福
島

県
７
６
１
人
、
宮
城
県

６
３
６
人
、
岩
手
県
１

９
３
人
。
市
町
村
別
で

は
、
福
島
県
南
相
馬
市

の
２
８
２
人
が
最
多

だ
っ
た
。

　

震
災
関
連
死
は
、
復

興
庁
に
よ
っ
て
、
震
災

に
よ
る
負
傷
の
悪
化
等

で
死
亡
し
、
災
害
弔
慰

金
の
支
給
対
象
と
な
っ

た
者
と
定
義
さ
れ
て
い

震
災
関
連
死
１
６
３
２
人

９
割
は
高
齢
者
、
心
の
ケ
ア
が
急
務

５月２日～５月１9日

　
「
今
年
は
誰
も
芋
煮
会
（
い
も
に
か

い
）
を
や
っ
て
い
な
い
な
ぁ
」。

　

助
手
席
の
福
島
大
学
丹
波
史
紀
准
教

授
が
呟
い
た
の
は
、
福
島
市
渡
利
地
区

に
架
か
る
橋
を
車
で
渡
る
時
だ
っ
た
。

秋
晴
れ
の
青
空
、
柔
ら
か
い
日
差
し
が

反
射
す
る
阿
武
隈
川
、
そ
し
て
白
く
光

る
河
原
が
広
が
る
美
し
い
光
景
だ
っ
た
。

そ
の
瞬
間
、

沢
山
の
人
が

集
ま
る
風
景

が
目
に
浮
か

び
、『
芋
煮
会
』
と
い
う
単
語
が
頭
の

中
で
は
じ
け
た
。

　

芋
煮
会
と
は
、
秋
に
河
川
敷
な
ど
に

集
ま
り
、
サ
ト
イ
モ
を
使
っ
た
鍋
料
理

な
ど
を
作
っ
て
食
べ
る
東
北
地
方
の
季

節
行
事
だ
が
、
東
北
の
人
に
尋
ね
る
と

内
容
が
少
々
異
な
る
。「
お
肉
を
焼
い

た
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
こ
と
だ
よ
」「
子

供
会
で
や
る
お
楽
し
み
会
み
た
い
な
も

の
」
と
い
う
声
も
あ
る
。
こ
の
東
北
の

自
由
度
の
高
い
風
習
は
面
白
い
と
思
う
。

復
興
の
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

復
興
の
現
場
で
は
各
分
野
で
リ
ー

ダ
ー
が
誕
生
し
た
が
、
同
じ
地
域
で
活

躍
し
て
い
て
も
相
互
に
知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
よ
う
に
思
う
。「
こ
の
土
地
を
な

ん
と
か
し
た
い
」
と
い
う
山
の
頂
上
に

そ
れ
ぞ
れ
向
か
っ
て
い
る
人
た
ち
が
互
い

の
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

福
島
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
ほ
ぼ
毎

月
、
経
営
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
者
、
メ

デ
ィ
ア
人
、
芸
能
人
、
国
会
議
員
な
ど

毎
回
50
名
程
度
が
対
話
し
、
食
べ
て
、

飲
ん
で
、
温
泉
に
入
っ
て
、
雑
魚
寝
で

寝
る
、
と
い
う
こ
と
を
し
て
き
た
。
芋

煮
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
集
ま
り

そ
の
も
の
を
『
芋
煮
会
』
と
名
付
け
て

き
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
人
が
増
え
、
対

話
が
深
ま
り
、
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
る

『
芋
煮
会
』
で
は
２
つ
の
事
を
大
切
に
し

て
き
た
。
一
つ
は
『
誰
と
や
る
か
』。

「
主
催
者
に
と
っ
て
の
よ
き
相
談
相
手
」

に
声
を
か
け
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
時

「
男
女
同
数
」「
多
様
な
異
業
種
」「
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
」
を
意
識
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、『
ど
こ
で
や
る
か
』
で
あ

り
、
畳
と
温
泉
の
あ
る
旅
館
が
良
い
。

ま
た
、
大
き
な
部
屋
に
布
団
を
敷
き
詰

め
て
雑
魚
寝
を
し
た
い
。「
お
や
す
み
」

と
消
灯
し
、「
お
は
よ
う
」
と
朝
を
迎

え
る
と
不
思
議
な
一
体
感
に
包
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
だ
。

　

以
上
を
核
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
観

光
な
ど
の
企
画
を
加
え
、
実
費
を
頂
く

形
で
回
を
重
ね
る
こ
と
で
、
多
彩
な
成

果
も
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

芋
煮
会
」
は
、
今
後

も
各
地
で
開
催
さ
れ

た
り
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
／
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
深
耕
さ
れ

た
形
も
姿
を
現
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
言
い
出
し
っ
ぺ
と
し
て
の
想
い
は

「
い
つ
か
あ
の
阿
武
隈
川
の
河
原
で
、
復

興
に
関
わ
っ
た
み
ん
な
で
芋
煮
会
を
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
荒
井
優　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

財
団
専
務
理
事
）

復
興
に
欠
か
せ
な
い
「
場
づ
く
り
」。

担
い
手
た
ち
を
つ
な
ぐ
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
『
芋
煮
会
』。

る
。
例
え
ば
、

避
難
生
活
に

よ
る
持
病
の

悪
化
や
、
強

い
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
心
不

全
な
ど
で
死

亡
し
た
場
合

が
相
当
す
る
。

し
か
し
、
関

連
死
の
判
断

は
自
治
体
や

市
町
村
に
委

ね
ら
れ
て
お

り
、
自
殺
者

を
含
め
る
か

等
、
認
定
を

め
ぐ
る
議
論

も
あ
る
の
が

実
情
だ
。

　

平
野
復
興

相
は
記
者
会

見
で
、
今
回
発
表
さ
れ

た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
震

災
関
連
死
の
原
因
の
分

析
を
網
羅
的
に
行
う
と

述
べ
た
が
、
一
方
で
、

演
繹
的
に
自
明
な
原
因

も
あ
る
。
年
齢
別
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
約

９
割
に
あ
た
る
１
４
６

０
人
が
66
歳
以
上
の
高

齢
者
で
あ
っ
た
。
１
９

９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
や
２
０
０
４
年

の
新
潟
県
中
越
地
震
に

お
け
る
災
害
関
連
死
に

関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
、

避
難
生
活
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
や
疲
労
が
高
齢
者

の
健
康
状
態
に
影
響
し

て
亡
く
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
長

期
避
難
者
を
多
く
抱
え
、

関
連
死
者
数
が
最
多

だ
っ
た
福
島
県
で
は
、

被
災
者
の
心
の
問
題
の

予
防
と
早
期
発
見
を
目

指
す
「
ふ
く
し
ま
心
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
県

内
７
ヶ
所
に
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
心
の
ケ
ア
の

拠
点
整
備
も
進
ん
で
い

る
。
他
県
で
も
同
様
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
、
原
因
の
分
析
と

並
行
し
て
震
災
関
連
死

者
数
の
増
加
を
食
い
止

め
る
施
策
の
実
行
が
急

が
れ
る
。
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●
三
井
物
産
環
境
基
金
２
０
１
２

年
度
活
動
助
成
（
復
興
助
成
）

【
対
象
団
体
】
日
本
国
内
に
拠
点

を
も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
公
益
法

人
、
特
例
民
法
法
人
、
大
学
、
高

等
専
門
学
校
。

【
対
象
事
業
】
東
日
本
大
震
災
の

被
災
に
よ
り
発
生
し
た
環
境
問

題
の
改
善
・
解
決
、
及
び
被
災

し
た
地
域
に
お
け
る
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
社
会

の
復
興
・
再
生
を
行
う
活
動
で
、

対
象
分
野
（
地
球
気
候
変
動
問

題
等
、
７
分
野
に
関
わ
る
も
の
。

【
補
助
金
額
】当
該
案
件
の
効
率

的
な
実
施
に
必
要
な
金
額

【
提
出
書
類
】申
請
書
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
応
募
締
切
】6
月
29
日（
金
）消

印
ま
た
は
宅
配
便
受
付
印
有
効

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.mitsui.

com/jp/ja/csr/contribution/
fund/application/
recruitment2012_1.html

【
問
い
合
わ
せ
】
三
井
物
産

株
式
会
社 

環
境
・
社
会
貢

献

部

℡
：03

（6705

）

6156

、
Ｅ
メ
ー
ル
：12M

BK-
KankyokikinTKank@m

itsui.
com●

赤
い
羽
根
共
同
基
金
「
災
害

等
準
備
金
」

【
対
象
団
体
】
被
災
地
を
は
じ
め

全
国
で
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
が
た
へ
の
救
援
・
支

援
活
動
を
現
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
、学
校
法
人
、公

益
法
人
等
。
そ
の
他
の
要
件
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
補
助
金
額
】
１
．
短
期
（
お
お

む
ね
１
か
月
未
満
）
の
活
動
：

５
０
万
円
以
内 

、
２
．
中
長

期
（
１
か
月
以
上
）
の
活
動
：

３
０
０
万
円
以
内

【
提
出
書
類
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

【
応
募
締
切
】
６
月
29
日
（
金
）

【

Ｈ

Ｐ

】http://www.
akaihane.or.jp/er/p6.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
福
祉
法
人

中
央
共
同
募
金
会
企
画
広
報
部

（
ボ
ラ
サ
ポ
担
当
）
℡
：03

（3581

）3846

、

℻
：03

（3581

）5755

、
Ｅ
メ
ー
ル
：

l support@c.akaihane.or.jp

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ETIC.

「
み
ち

の
く
起
業
」

【
対
象
団
体
】東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
新
規
創
業
や
新
規
事

業
の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い

る
個
人
ま
た
は
、
既
存
法
人
代

表
者
。
そ
の
他
の
要
件
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
補
助
金
額
】
起
業
支
援
金

２
５
０
万
円

【
提
出
書
類
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

【
応
募
締
切
】
６
月
７
日
（
木
）

（
Ｅ
メ
ー
ル
は
12
時
ま
で
、
郵

送
は
必
着
）

【

Ｈ

Ｐ

】http://www.
m

ichinokushigoto.jp/
kigyo/

【
問
い
合
わ
せ
】
財
団
法
人
社

会
安
全
研
究
財
団　

℻
：

03

（3219

）2338

、
Ｅ
メ
ー

ル
：tohokujosei@syaanken.

or.jpor.jp

　

４
月
５
日
時
点
で
、
被
災
３

県
の
県
外
避
難
者
総
数
は
７
万

２
７
７
３
人
に
上
る
。
内
訳
は

岩
手
県
が
１
５
７
５
人
、
宮
城

県
が
８
４
６
２
人
、
そ
し
て
福

島
県
が
６
万
２
７
３
６
人
と
な

り
、
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
が

８
割
強
を
占
め
る
。
福
島
県
か

ら
の
避
難
先
と
し
て
は
山
形
県

が
最
も
多
く
、
次
い
で
東
京
都
、

新
潟
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
か
ら
県
外
へ
の
避
難

者
の
状
況
に
つ
い
て
、
２
０
１

２
年
３
月
22
日
時
点
と
４
月
５

日
時
点
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

県
外
避
難
者
総
数
は
６
万
２
７

０
０
人
か
ら
36
人
の
微
増
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
１
月
ま
で
は

月
数
百
人
単
位
で
増
加
し
て
い

た
が
、
２
月
以
降
は
、
ほ
ぼ
横

ば
い
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
民
間
借
り
上
げ
住
宅
制

度
の
受
付
が
終
了
し
始
め
る
な

ど
、
都
道
府
県
の
避
難
者
受
け

入
れ
が
一
段
落
し
た
影
響
が
考

え
ら
れ
る
。

　

避
難
先
都
道
府
県
別
の
避
難

者
数
の
変
化
と
し
て
は
、
東
京

都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
茨
城

県
で
50
人
以
上
増
加
し
て
い
る

一
方
で
山
形
県
、
新
潟
県
、
群

馬
県
、
秋
田
県
で
は
50
人
以
上

の
減
少
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
他

の
地
域
で
は
微
減
、
横
ば
い
傾

向
に
あ
る
。
山
形
県
や
新
潟
県

の
避
難
者
が
減
り
、
群
馬
県
を

除
く
関
東
地
方
で
増
え
て
い
る

こ
と
の
要
因
と
し
て
は
、
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
て
い
た
山
形

県
や
新
潟
県
に
一
時
避
難
し
て

い
た
被
災
者
お
よ
び
福
島
県
内

の
被
災
者
が
、
震
災
後
１
年
を

過
ぎ
、
仕
事
を
求
め
て
関
東
地

方
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
先
、
県
外
に
あ
る
多
く

の
借
り
上
げ
住
宅
で
入
居
１
年

を
迎
え
る
。
借
り
上
げ
住
宅
へ

の
入
居
は
最
長
２
年
間
と
す
る

自
治
体
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

県
外
避
難
者
は
入
居
の
延
長
や
、

別
の
場
所
へ
の
自
主
避
難
、
福

島
へ
の
帰
還
な
ど
、
今
後
の
生

活
に
つ
い
て
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
し
か
し
、
県
外
避
難
者

の
福
島
へ
の
帰
還
に
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
国
は
借
り
上
げ
住
宅

も
対
象
に
仮
設
住
宅
入
居
を
１

年
延
長
す
る
と
発
表
し
て
い
る

が
、
入
居
期
間
を

最
長
３
年
に
延
長

し
た
の
は
今
の
と

こ
ろ
山
形
県
の
み

で
あ
る
。
避
難
者

の
受
け
入
れ
の
多

い
他
の
自
治
体
で

も
同
様
の
措
置
が

と
ら
れ
避
難
者
の

増
え
て
い
る
関
東

地
方
で
は
就
労
・

就
学
、
生
活
サ

ポ
ー
ト
等
さ
ら
な

る
受
け
入
れ
体
制

が
整
備
さ
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
分
析/

Ｒ
Ｃ
Ｆ

復
興
支
援
チ
ー
ム
）

※
Ｒ
Ｃ
Ｆ
の
Ｈ
Ｐ
で
は
福
島
県

被
災
者
に
関
わ
る
既
存
制
度
調

査(

２
０
１
２
年
３
月
時
点)

を
公
開
し
て
い
る
（http://

rcf311.com
/2012/04/04/

fukushim
a_research/

）

福
島
か
ら
の
県
外
避
難
者

職
を
求
め
て
関
東
へ
移
動

関
東
４
６
２
人
増
、
山
形
・
新
潟
・
秋
田
計
３
１
０
人
減

分析

増加傾向の
都道府県

東京
3/22

埼玉
千葉
茨城

7,627 人
4,364 人
3,037 人
3,647 人

4/5
(+231人)7,858人
(+164人)4,528人
(+79人)3,116人
（+56人)3,703人

減少傾向の
都道府県

山形
新潟
群馬
秋田

12,944  人
6,762 人
1,954 人
1,143 人

(-136人)12,808人
(-117人)6,645人
(-100人)1,854人
(-57人)1,086人

避難者総数
※福島県発表の「福島県から県外への避難状況」を基にRCF復興支援チーム作成

62,700  人 (+36人)62,736人

福島県からの県外避難者数の変化（3/22と4/5の比較）

た
い
と
い
う
の
が
な
に
よ
り
の

大
き
な
目
的
。
移
動
保
育
は
そ

の
手
段
な
ん
で
す
」。

　

実
際
、
家
庭
で
定
期
的
に
子

供
を
保
養
に
連
れ
て
行
く
の
は

大
き
な
負
担
に
な
る
。
ま
た
、

子
供
向
け
の
短
期
保
養
や
屋
外

活
動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小
中

学
生
向
け
が
多
い
な
か
、
未
就

学
児
ま
で
対
象
と
し
て

い
る
の
は
貴
重
だ
。

　

福
島
に
育
っ
た
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
制

限
さ
れ
た
と
子
供
た
ち

に
思
っ
て
ほ
し
く
な
い
、

と
上
國
料
さ
ん
は
言
う
。

「『
逃
げ
る
か
留
ま
る
か
』

と
い
う
二
者
択
一
で
は

な
く
、『
福
島
に
住
ん
で

い
る
』
と
い
う
現
実
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
の
上
で
多
様
な

選
択
肢
を
子
供
た
ち
に
並
べ
て

あ
げ
た
い
の
で
す
」。

●
「
移
動
保
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ポ
ッ
ケ
ア
」
の
問
い
合
わ

せ
は
℡
：024

（925

）0245
（
取
材
・
文
／
ふ
く
し
ま
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
・
遠
藤
惠
）

　

開
始
当
初
は
不
定
期
だ
っ
た

が
、
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
た
現

在
は
週
に
一
度
の
実
施
に
。
行

き
先
は
、
お
も
に
猪
苗
代
湖
湖

畔
に
あ
る
「
郡
山
市
少
年
湖
畔

の
村
」。
10
時
頃
に
現
地
に
着

き
、
午
前
中
は
森
や
湖
畔
の
自

然
散
策
な
ど
の
外
遊
び
、
昼
食

を
は
さ
ん
で
、
午
後
は
屋
内
施

設
で
の
活
動
、
夕
方
に
帰
宅
と

い
う
の
が
、
通
常
の
流
れ
だ
。

基
本
的
に
午
後
は
昼
寝
の
時
間

と
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
寝
た

子
は
一
人
も
い
な
い
と
い
う
。

　
「
移
動
保
育
の
目
的
は
、
子

供
の
被
ば
く
を
避
け
る
こ
と
も
、

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
一
番
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

供
と
親
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し

　

福
島
の
子
供
た
ち
は
、
被

ば
く
へ
の
不
安
か
ら
、
外
で

遊
ぶ
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
子

供
た
ち
に
、
自
然
の
中
で
活

動
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い

る
の
が
、
郡
山
市
に
拠
点
を

お
く
「
移
動
保
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ポ
ッ
ケ
ア
」
だ
。
乳

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
を
対

象
に
、
放
射
線
量
の
低
い
地

域
に
移
動
し
て
日
帰
り
保
育

を
行
う
。
保
育
園
の
元
経
営

者
・
上
國
料
（
か
み
こ
く

り
ょ
う
）
竜
太
さ
ん
が
昨
年
８

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
現
在

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
事
業
運
営
を
し

て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
上
國
料
さ
ん
自

身
の
体
験
だ
っ
た
。「
４
歳
と

９
歳
の
子
供
が
い
る
の
で
す
が
、

毎
日
の
よ
う
に
『
今
日
は
外
で

遊
ん
で
い
い
？
』
聞
か
れ
て
い

ま
し
た
。
ほ
か
の
子
供
た
ち
も

同
じ
な
ん
だ
ろ
う
な
と
。
だ
か

ら
、
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と

活
動
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て

あ
げ
た
か
っ
た
」。

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

―
― 

⑤

ひ
と
つ
で
も
多
く
の
選
択
肢
を
、福
島
の
子
供
た
ち
に
。

移動保育プロジェクトを推進する
上國料さん
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玄
界
島
は
、
博
多
埠
頭
か
ら
市
営
渡
船
で
30
分
の
北
西
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
離
島
。
島
の
周
囲
は
４
．
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
お
よ
そ
７
０
０
人
・
２
３
０
世
帯
だ
っ
た
。

警
察
も
消
防
署
も
な
く
、
自
動
車
も
数
台
し
か
な
い
こ
の
島
は
、
７
年
前
の
２
０
０
５
年
３
月
に
起
き
た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
M
７
・
０
）
に
よ
り
、

全
家
屋
の
７
割
が
全
半
壊
す
る
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
３
年
と
い
う
異
例
の
早
さ
で
復
興
を
遂
げ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
と
は
何
か
。

玄
界
島
が
復
興
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
、
住
民
一
体
の
合
意
形
成
や
復
興
計
画
づ
く
り
の
実
態
と
成
果
を
探
り
に
、
島
を
訪
れ
た
。

漁
師
で
あ
り
、
昔
か
ら
青

年
団
長
、
消
防
団
分
団
長

を
歴
任
、
震
災
直
後
も
先

頭
に
立
っ
て
動
い
た
漁
協

理
事
の
一
人
、
細
江
四
男

美
（
し
お
み
）
さ
ん
は
振

り
返
る
。「
強
く
懸
念
し

た
の
は
、
市
の
住
宅
に

移
っ
た
特
に
若
い
世
代
が
、

24
時
間
の
コ
ン
ビ
ニ
が
当

た
り
前
の
便
利
な
生
活
に

慣
れ
、
戻
っ
て
来
な
く
な

る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で

は
復
興
し
て
も
過
疎
化
が
進
む

だ
け
。
で
き
る
だ
け
早
く
復
興

し
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
」。

　

震
災
か
ら
１
ヵ
月
半
。
仮
設

住
宅
で
の
生
活
が
落
ち
着
い
た

頃
、
細
江
さ
ん
ら
漁
協
の
理
事

を
中
心
に
ま
ず
取
り
掛
か
っ
た

の
は
、
島
の
代
表
と
し
て
復
興

を
進
め
る
「
玄
界
島
復
興
対
策

検
討
委
員
会
（
以
下
復
興
委
員

会
）」
の
委
員
選
出
だ
っ
た
。

「
普
通
に
進
め
た
ら
、
力
の
強

い
漁
協
の
意
向
に
偏
っ
た
復
興

に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
、
投

票
で
決
め
る
こ
と
に
。
立
候
補

で
は
な
く
、
島
民
が
「
こ
の
人

に
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
名

前
を
１
人
に
つ
き
３
名
ま
で
書

い
て
投
票
、
得
票
順
に
13
名
が

決
定
し
た
。
こ
う
し
て
選
出
さ

れ
た
復
興
委
員
に
は
、

必
然
的
に
自
信
と
使

命
感
が
生
ま
れ
、
島

民
に
も
「
自
分
た
ち
で

選
ん
だ
代
表
だ
」
と

い
う
信
頼
感
が
生
ま
れ
、

大
き
な
推
進
力
に
つ
な

が
っ
た
。

　

復
興
委
員
会
が
主

体
と
な
り
、
震
災
２
ヵ

月
後
に
は
全
島
集
会

を
開
催
。
こ
こ
で
早
々

に
「
個
々
の
住
宅
の
自

力
再
建
は
不
可
能
と

し
、
行
政
に
よ
る
一
体
的
な
面

整
備
を
要
望
す
る
」
と
の
意
向

を
固
め
た
。
も
ち
ろ
ん
個
人
の

　

島
の
ほ
と
ん
ど
が
斜
面
の
た

め
、
全
島
民
を
収
容
す
る
規
模

の
仮
設
住
宅
を
島
内
に
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た

保
育
園
、
小
・
中
学
校
も
被
災

し
閉
鎖
し
た
た
め
、
島
と
本
土

の
福
岡
市
内
に
半
数
ず
つ
の
仮

設
住
宅
を
建
設
し
、
漁
業

に
従
事
す
る
父
親
は
島
の

住
宅
に
、
母
親
と
子
供
は

学
校
の
あ
る
市
内
の
住
宅
に

と
、
離
れ
ば
な
れ
の
避
難

生
活
を
送
る
世
帯
が
多
く

う
ま
れ
た
。

　

玄
界
島
に
は
平
地
が
少
な
く
、

港
の
あ
る
東
南
側
の
緩
斜
面
に

へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
し
て
、
ほ

ぼ
全
て
の
住
宅
が
並
ん
で
い
た
。

伝
統
的
な
石
積
み
擁
壁
に
挟
ま

れ
た
小
路
が
特
徴
的
で
、
震
災

で
は
積
み
石
が
崩
落
し
、
家
々

が
折
り
重
な
る
よ
う
に
崩
れ
た

た
め
に
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
。

就
業
者
の
約
半
数
が
漁
業
従
事

者
の
島
で
、
岸
壁
や
漁
協
施
設

は
被
害
に
あ
っ
た
が
、
津
波
が

な
か
っ
た
た
め
、
漁
船
・
漁
具

は
無
事
だ
っ
た
。

年月日	 	 	 動き　　　　　　　　　　
2005年	 ３月	 ２０日	 地震発生（M７．０）
	 	 	 福岡市災害対策本部、合同現場本部設置
	 	 	 島民、本土福岡市へ避難→避難所へ収容
	 ４月	 １２日	 玄界島復興事務所設置
	 	 ２５日	 かもめ広場仮設住宅（本土福岡市内）入居
	 	 ２６日	 玄界島仮設住宅入居
	 	 ３０日	 漁開始
	 ５月	 ７日	 玄界島復興対策委員会設立（投票にて委員決定）
	 	 ２１日	 第１回島民総会　斜面地の一体的整備決定
	 ６月	 １５日	 阪神・淡路大震災復興事例視察（市と合同）
	 	 １８日	 島民への第一回意向調査実施
	 ７月	 ６日	 福岡市長へ要望書を提出
	 	 １１日	 福岡県知事へ要望書を提出
	 	 １７日	 第２回島民総会　
	 	 	 事業手法を小規模住宅地区改良事業に決定
	 ８月	 １日	 国へ要望書を提出
	 	 ５日	 第２回意向調査実施
	 	 １２日	 地域住宅計画を国土交通省へ提出
	 １２月	 ３日	 第３回意向調査実施
2006年	 １月	 ２８日	 第５回島民総会　しまづくり案決定
	 ３月	 １６日	 家屋解体工事開始
	 １１月	 １日	 戸建て協議会設立
2007年	 ３月	 ２０日	 県営住宅完成
	 	 ２５日	 かもめ広場仮設からの一部帰島
	 ４月	 	 保育園・小中学校再開
	 ８月下旬	 	 造成工事完了
	 １０月上旬	 	 宅地分譲契約
2008年	 ３月	 	 市営住宅、戸建住宅完成
	 	 ２５日	 全員帰島

玄界島における復興までの歩み ※色字は行政側の動き

合
意
形
成
と
復
興
へ
の
推
進
力

特集

福
岡
市
・
玄
界
島
の
住
民
代
表
が
導
い
た
震
災
復
興
に
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
を
投
票
で
選
出
、
全
島
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
復
興
委
員
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
…
…

ばかりでしたね。
　海がシケて帰りのフェリーが欠航
になることもありました。そうすると
事務所で寝るのですが、大抵島の人
が「泊まるとやろ？魚持ってきたけん」
と来るんです。もちろん酒の瓶も持っ
て（笑）。そこでぐんと距離が縮まった
し、率直にお互いの考えを話し合えま
した。とてもいい思い出です。
　須川部長は言っていました。「役所
は過去の前例に倣って仕事をするの
が得意だが、震災復興ではそれが通
用しない。場面ごとの創意工夫と、住
民の想いを受け止めベストを尽くす姿
勢が必要だ」と。その通りだと思い
ます。
　玄界島の復興までの詳細の記録
は、市のホームページ上にほぼすべて
の資料を公開しています。よろしけれ
ばご活用ください。	

事
情
で
反
対
す
る
人
も
出
る
。

し
か
し
こ
の
住
民
内
の
利
害
対

立
の
調
整
も
同
じ
島
民
で
あ
る

復
興
委
員
が
中
心
に
行
っ
た
。

親
族
に
同
行
を
頼
み
、
何
度
も

家
に
通
い
な
が
ら
「
島
の
将
来

を
優
先
し
て
考
え
て
く
れ
」
と

粘
り
強
く
説
得
し
た
。

　

委
員
会
の
活
動
が
活
発
化

す
る
と
人
手
が
足
り
な
く
な

り
、
ま
た
13
名
の
委
員
の
ほ
と

ん
ど
が
壮
年
男
性
に
偏
っ
て
い

た
た
め
、
青
年
団
、
女
性
部
、

P
T
A
な
ど
島
内
の
７
団
体

か
ら
各
２
名
を
出
し
て
も
ら
い
、

こ
の
14
名
を
加
え
た
27
名
体
制

に
。
島
に
戻
る
か
、
戸
建
希
望

警察も消防署もない島では、住民の防災・自衛が不可欠だ。

消防格納庫（左）と、毎日小学生が島内放送する「火の用心」

の文言（右）。海に出る漁師が多いので、女性消防団もある。

震災直後から島のために奔走し

た細江四男美さん。復興委員を

３年間務め、現在は「島づくり

推進協議会」の会長。

漁
業
へ
の
被
害
小
。

島
と
市
の
仮
設
に

分
か
れ
て
入
居

震
災
～
直
後

1

「
個
人
よ
り

島
の
将
来
」。

連
帯
感
を
築
い
た

島
民
総
会 代

表
選
出
～

合
意
形
成

2

市営住宅のエレベーターと橋を使って高台へ簡単に出ることができる

（右）。しかし今までの習慣で階段を使う住民も多い。皆で修繕費を負

担し合った小鷹神社（左）は、島の伝統的な石造りの階段「雁木段（が

んぎだん）」が唯一残された場所でもある。

玄界島
志賀島

能古島

博多港

❶
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民
の
想
い
で
復
活
し
た
こ
の
島
で
、

新
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
く
。

　
「
後
悔
が
あ
る
と
す
れ
ば
…
」。

獲
れ
た
て
の
魚
と
焼
酎
を
い
た

だ
き
、
夜
も
更
け
て
き
た
頃
、

細
江
さ
ん
が
語
り
出
し
た
。

「
以
前
は
２
軒
あ
っ
た
旅
館
が
、

復
興
後
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
経
営
者
の
高
齢
化
で
、

後
継
者
も
お
ら
ず
、
営
業
を
再

開
す
る
意
志
が
な
か
っ
た
た
め

で
す
。
し
か
し
そ
れ
で
よ
か
っ

た
の
か
。
島
の
将
来
的
な
観
光

業
に
つ
い
て
皆
で
議
論
し
尽
せ

な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま

す
」。
総
会
で
は
、
個
々
人
の

住
居
や
生
活
に
関
す
る
議
題
で

時
間
が
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

基
幹
産
業
の
漁
業
に
つ
い
て
は

活
発
に
議
論
さ
れ
た
が
、
観
光

業
や
全
く
新
し
い
も
の
も
含
め

た
「
未
来
の
島
の
想
像
図
」
を

自
由
に
描
い
て
み
る
余
裕
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
十
分
で
な
か
っ

た
と
細
江
さ
ん
は
振
り
返
る
。

大
規
模
な
整
備
が
完
了
し
た
今
、

例
え
ば
旅
館
を
建
て
る
こ
と
一

つ
を
と
っ
て
も
容
易
で
は
な
い
。

　

玄
界
島
の
島
民
に
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
中
に
は
「
以
前
の

街
並
み
の
ほ
う
が
、
味
が
あ
っ

て
好
き
だ
っ
た
」
と
言
う
人
も

い
た
。
震
災
前
は
煩
わ
し
い
と

さ
え
思
っ
た
、
隣
の
生
活
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
な
距
離
感
は
、

防
災
の
た
め
家
々
の
間
隔
を
空

け
た
こ
と
と
、
新
築
の
立
派
な

塀
や
扉
に
よ
っ
て
、
少
し
よ
そ

よ
そ
し
い
も
の
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
ど
ん
な
暮
ら
し
が
、
我
々

に
と
っ
て
幸
せ
な
の
か
」。
こ
れ

を
持
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
話

し
合
え
た
地
域
は
強
い
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
。
住
宅
や
道
路
と

い
っ
た
モ
ノ
の
前
に
、
生
き
方
に

つ
い
て
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ

た
な
ら
、
そ
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

は
き
っ
と
色
あ
せ
な
い
も
の
に
な

る
の
だ
ろ
う
。

　

復
興
に
重
要
な
の
は
「
よ
そ

者
、
若
者
、
バ
カ
者
」
だ
と
も

言
わ
れ
る
が
、
既
存
の
考
え
に

囚
わ
れ
な
い
人
材
を
積
極
的
に

巻
き
込
む
こ
と
で
、
大
き
な
気

づ
き
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

玄
界
島
は
、
全
島
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
素
晴
ら
し
い
事

例
だ
が
、
も
し
福
岡
市
街
地
に

住
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
若
者
た
ち
、
釣
り
好
き

の
人
な
ど
に
も
意
見
を
聞
い
て

い
た
ら
、
ど
ん
な
島
に
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
と
勝
手
に
想
像
し
た
。

正
解
な
ど
な
い
、
そ
れ
だ
け
に
、

地
域
の
伝
統
・
文
化
を
大
事
に

し
な
が
ら
も
新
し
い
意
見
を
取

り
入
れ
、
夢
を
描
く
姿
勢
が
、

人
口
や
産
業
が
先
細
り
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
「
守
り
」
の

ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
豊
か
さ
に

あ
ふ
れ
、
外
か
ら
人
が
住
み
た

い
と
入
っ
て
く
る
よ
う
な
「
攻

め
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
転
じ
る

鍵
の
一
つ
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

（
取
材
・
文
／
編
集
部
・
本
間
美
和
）

※
W
E
B
版
は
さ
ら
に
詳
細
を
掲
載
。

行
政
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
島

民
の
意
向
に
沿
っ
た
復
興
計
画

が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
復
興
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
、

元
々
多
く
の
知
識
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
市
の

職
員
が
丁
寧
に
説
明
を
し
、
委

員
ら
が
学
び
、
島
民
に
説
明
・

説
得
で
き
る
だ
け
の
知
識
を
つ

け
た
と
い
う
、
双
方
の
努
力
が

あ
っ
た
。

　

復
興
が
進
み
始
め
る
と
、
次

第
に
島
民
の
復
興
事
業
へ
の
関

心
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
た
。
そ
こ
で
復
興
委
員
は
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
揃
い
の

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
す
る
こ
と

に
。
青
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
見
か

け
た
住
民
は
「
ご
苦
労
さ
ま
」

「
今
日
は
ど
こ
行
く
と
？
」
と
声

を
か
け
や
す
く
な
る
。
つ
ま
り

活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
行
い
、

島
民
の
復
興
事
情
へ
の
関
心
を

保
つ
努
力
を
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
施
策
が
、
島
の

復
興
の
進
捗
を
伝
え
る
広
報
誌

『
玄
界
島
復
興
だ
よ
り
』
の
発

行
だ
。
事
業
計
画
の
分
か
り
や

す
い
解
説
か
ら
、
会
議
の
議
事

録
、
工
事
の
進
行
状
況
な
ど
を

丁
寧
に
執
筆
・
編
集
。
印
刷
は

市
が
行
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、

大
手
新
聞
社
の
読
売
新
聞
も
協

力
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
。

記
者
が
島
に
張
り
付
き
、
島
の

様
子
を
毎
日
伝
え
た
『
島
だ
よ

り
』
と
い
う
１
枚
（
両
面
）
の

新
聞
だ
。
ク
レ
ー
ン
の
作
業
風

景
か
ら
、
残
さ
れ
た
猫
の
話
題

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク

と
懐
か
し
さ
漂
う
写
真
は
、
市

内
に
暮
ら
す
島
民
の
心
を
つ
な

ぐ
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
。

　

震
災
後
の
活
動
を
ま
と
め
る

と
、
復
興
委
員
会
の
会
議
は
計

68
回
。
島
民
総
会
は
年
３
回
の

計
９
回
。
島
だ
よ
り
の
発
行
は

16
回
。
こ
う
し
て
、
震
災
か
ら

３
年
後
、
３
月
20
日
の
全
員
帰

島
を
も
っ
て
、
玄
界
島
が
復
興

を
遂
げ
た
。

　

新
し
い
玄
界
島
は
、
切
り
土

で
段
々
畑
状
に
な
っ
た
斜
面
地

に
戸
建
住
宅
を
造
成
し
、
平
地

に
は
集
合
住
宅
を
配
置
。
集
合

住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
え

ば
、
渡
り
通
路
で
高
台
の
戸
建

て
住
宅
エ
リ
ア
に
出
る
こ
と
が

で
き
る
。
港
や
郵
便
局
、
漁
協
、

購
買
店
の
あ
る
中
心
部
に
、
集

会
所
、
高
齢
者
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
整
備
。
高
台

の
一
番
上
に
は
、
新

た
に
小
中
合
同
に

な
っ
た
学
校
が
完

成
し
た
。
そ
の
学

校
か
ら
平
地
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
に
、
自
動
車
が
通
行
で
き
る

道
路
も
緊
急
時
を
想
定
し
て
整

備
さ
れ
た
。
島
に
乗
用
車
は
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
自
治
会
が
管

理
す
る
「
も
や
い
カ
ー
」
な
る

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
仕
組
み

も
登
場
。
利
用
は
一
回
５
０
０

円
だ
。
ま
た
神
社
の
修
復
に
つ

い
て
は
、
助
成
対
象
と
な
ら
な

い
た
め
、
全
島
民
の
義
捐
金
か

ら
５
万
円
ず
つ
を
集
め
、
不
足

分
は
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ッ
チ
を
行

い
入
場
料
を
寄
付
し
て
く
れ
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
汗
と
、
住

か
集
合
住
宅
希
望
か
な
ど
、
島

民
の
意
向
を
調
査
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
も
、
委
員
が
配
布
・
回

収
・
集
計
を
行
っ
た
。

　

玄
界
島
が
取
っ
た
事
業
手
法

は
「
小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事

業
」
で
、
被
災
し
た
住
宅
と
土

地
を
全
て
行
政
が
一
旦
買
い
取

り
、
戸
建
住
宅
希
望
者
は
造
成

さ
れ
た
土
地
を
購
入
し
住
宅
を

建
設
、
そ
う
で
な
い
島
民
は
、

賃
貸
の
県
営
・
市
営
住
宅
に
入

居
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
事

業
手
法
は
、
強
制
力
の
あ
る

「
都
市
計
画
事
業
」
の
手
法
に

比
べ
早
く
進
め
ら
れ
る
代
わ
り

に
、
島
民
全
体
の
合
意
形
成
が

必
要
な
難
し
い
事
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
復
興
委
員
が
島
民
と

福岡市・元担当職員にインタビュー
行政側の声

島と市の連携はどのように成されたのか。
当時福岡市の玄界島復興担当であり、
現在は都市づくり推進部・地域計画課の係長を務める
藤本和史さんに聞いた。

を組めたのではないかと思います。
　行政の得意分野としては、法律関
係や国・県との折衝をはじめ、他の
震災復興事例の調査分析や、インフ
ラ周りの調整でした。土地の買い取り
では、土地の登記簿名義がもう何代
も前の先祖の名前のケースが多く、親
族をつたって相続関係者に１軒１軒電
話をかけ、会って、島の現状や復興
事業を説明し、理解を頂き、相続処
理を行ったりもしました。
　あとは当時の上司、須川哲治復興
担当部長の人柄や行動力もあったかと
思います。部長は島のリーダーたちと
同じくスピードが大事だと感じ、その
ためにも島の人 と々の信頼関係を築こ
うと、事業期間中に４００回も島を往
復しました。また部長はじめ市の職員
と島の復興委員で、阪神・淡路大震
災の復興事業を視察したり、国等への

陳情に同行したりしました。特に部長
が注力していたのが、島の代表者とコ
ミュニケーションをとることでした。被
災から約１年間、復興事業計画をまと
めるまでは、ほぼ毎週末開催される
復興委員会の前日に、委員会の会長
らと会議やその後の進め方について事
前調整を行っていました。
　とにかく復興委員の皆さんには、
反対者への説得も含めた合意形成や、
全島民へのアンケートの配布・回収
など、行政だけで対応するには困難
なことを、本当に助けていただきまし
た。住宅の買い取り査定（補償金算
出）のために、市職員が各被災住宅
の調査を行ったときは、委員の方が「職
員さんが住宅の所有者から色々な要
望や苦情を言われたりしないように」
と言って同行してくれたりもしました。
そういう、細やかな気配りのできる人

　玄界島の復興を可能にした一番の
要因は、島民の団結力・まとまりの強
さでしょう。その力に大いに奮起させ
られ、私どもも懸命に取り組むことが
できました。島民と行政で、互いが
できること・得意なことを懸命にやり、
いい意味で利用し合いながらタッグ

担当部長が島へ往復４００回。
同じ目標へ、島民と行政が
タッグを組んだ実感

玄界島の震災復興　６つの成功ポイント

立候補ではなく、島民１人につき３名ま

での名前を自由に用紙に書く形で、島

の代表となる復興委員13名を決定。選

ばれた側に使命感、選んだ側に応援の

気持ちが生まれた。

1

4

全員投票で
復興委員選出

復興委員に
ユニフォーム

復興委員に揃いのジャンパーをつくり、

活動の「見える化」を図った。それによ

り復興への歩みに関心を持ってもらい、

「今日はなに？」など声をかけてもらい

やすくなった。

2

5

早いタイミングで
島民総会

行政との
徹底した連携

震災から２カ月後に、第一回島民総

会を開催。各世帯１名以上の出席で約

２００人が参加し、早くもその場で、個々

の再建ではなく一体的な面的整備の方

向性を決定した。

集会は島民主体だが、集会前には島の

代表である復興委員と市職員で意見の

すり合わせを行った。対立関係ではなく、

タッグを組む形。酒を飲み交わすことで

距離も縮んだ。

3

6

反対者は
住民側で説得

情報開示と
刊行物の発行

個々の事情で不満が出た場合は、行政

ではなく、より親身になれる島側の人間

で対応。復興委員が親族に同行を頼み、

何度も通うなどして「島の将来のために」

と説得した。

市と島が協力し、広報誌『玄界島復興

だより』を制作・配布。会議での議事や、

決定事項の案内、工事の進捗などの情

報を細かに伝え、島民の関心を保つよ

う努力した。

❶玄界島を市営渡船から望
む。平地の中央に漁協や集

会所、介護施設など共用の

施設が、平地の左右に分か

れて市営・県営住宅団地が、

そして高台に階段状に戸建

住宅が整備されている。一

番右上に見えるのが学校だ。

❷素潜り漁のあと濡れたまま
風呂場へ向かえる勝手口を

つけるなど、島ならではの工

夫が盛り込まれた県営住宅。

❸エレベータを共有にし、各
棟を渡り廊下でつなぐ工夫

も。経費節減と交流の場づ

くりに。

❹高台に整備した、全戸か
ら海が見渡せる戸建住宅エリ

ア。災害に備え道幅を広くし

た。場所は希望を募り抽選

で決めた。

❺島の随所色とりどりの花が
植えられている。

❻毎朝船が戻り港に魚が上
がる。それを猫が待つ、のど

かな風景。

❼一番の高台にある小・中
学校の前からの眺め。大き

な海を見ながら子供たちは

登下校する。

長
く
感
じ
る

復
興
期
間
。
関
心
を

持
続
す
る
工
夫

建
設
工
事
～

全
員
帰
島

3

取
材
を
終
え
て

4

復興委員が発行した『玄界島復

興だより』（上）と、読売新聞が毎

日発行してくれた『島だより』（下）。

ま
ち
づ
く
り
に
夢
を

（5）

❷

❺

❼

❸

❹

❻ ❺

（5） ２０１２年（平成 24 年）5 月 28 日 月曜日（復興 444 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 9 号　



　遠くまで見渡せる公園。青空は広く、
初夏の芝生も青々としている。４月初旬、
この日は暖かな陽気。
　丘の形をした白いトランポリンで跳びは
ねたら、次は、赤い網がかけられた球形
のジャングルジムに上る。迷路になってい
る網の中をくぐり抜け、てっぺんから顔を
出したら、女の子は「わたしのかち～」
と誇らしげに笑った。 
　福島の親と子供を応援するプロジェクト

「ふみだすふくしま」の、ちびっこ遠足隊。
朝９時に福島駅に集合し、８人の子ども
たちを車に乗せて宮城県県南のみちのく
公園にやってきた。３～６歳の未就学児
童を対象にした移動保育だ。
　福島県内の放射線量が高い地域では、
子どもたちは外で存分に遊べない。「放射

線問題の対策で言われてきた多くが県外
避難です。でも、ほとんどの人が生活や
仕事のために『逃げられない』んです。
多くの親が、それが子どもの人生に大きく
影響してしまうかもしれない不安を抱えて
いるんです」。と遠足を運営する上國料
( かみこくりょう) 竜太さんは話す。子を持
つ親であり、保育園を経営していた上國
料さん自身もさまざま悩んだ末、線量の
低い地域に子どもたちを連れて行く移動
保育を始めた。
　里川では縁に座って靴先を濡らして、
古民家ではおじいさんにベーゴマ、竹と
んぼ、おばあさんに折り紙を教えてもらっ
た。見たことのないおもちゃを見て戸惑う
のは最初だけ。誰かが楽しそうにやって
いるのを見たら、「ぼくも！」と遊び方を学

んでいく。くったくのない笑顔とはこれを
言うのだと思う。
　「これがベストではないかもしれません。
でも、子どもたちが思う存分に遊べるよう、
親の不安が少しでも和らぐようにと思うん
です」と上國料さんは話す。子どもに向
けるまなざしが優しい。そしてその表情
は子どもと遊ぶときはじけるように好奇心
に満ちる。
　陽が少し傾いて、あたりが赤味をおび
てきた頃、一人の泣き顔が見えた。最初、
ひっこみがちだった男の子だ。「まだ、遊
びたい」とだだをこねる。ボランティアの
大学生はかがみ込むと「また、来ようね」
と頭をなでた。男の子は素直にうなずくと、
手を引かれ、長く伸びた影の方に向かっ
てゆっくり家路に歩き出した。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

「
ふ
み
だ
す
ふ
く
し
ま
」

  

ち
び
っ
こ
遠
足
隊

［6］写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

相馬

南相馬

郡山

白河市

会津若松

いわき

仙台
仙台市宮野区・若林区

塩竈 七ヶ浜
多賀城

名取
岩沼
亘理白石

山元

東松島
松島

栗原

女川

南三陸

石巻

気仙沼

福島

国営みちのく
杜の湖畔公園
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新
し
い
働
き
方
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」（
在
宅
勤
務
）
で

被
災
地
の
雇
用
に
広
が
り
を

陸
中
沿
岸
地
方
の
廻ま

わ

り
神か

ぐ
ら楽

　

岩
手
の
沿
岸
に
「
廻
り
神
楽
」

と
い
わ
れ
る
習
俗
が
あ
る
。
宮

古
市
の
黒
森
神
楽
と
普
代
村
の

鵜
鳥
神
楽
が
、
冬
の
数
ヶ
月
、

そ
れ
ぞ
れ
約
百
キ
ロ
の
沿
岸
を

巡
行
す
る
。
興
業
で
な
く
祈
祷

の
旅
な
の
で
「
巡
業
」
と
は
い

わ
な
い
。
十
数
名
の
神
楽
衆
が

権
現
様
と
呼
ぶ
獅
子
頭
を
携
え

家
々
を
泊
ま
り
な
が
ら
行
う
。

獅
子
頭
は
人
に
は
見
え
な
い
神

仏
が
宿
る
仮
の
姿
を
意
味
す
る
。

　

神
楽
を
泊
め
る
「
宿
」
と
呼

ば
れ
る
家
で
は
、
獅
子
頭
を
奉

じ
て
舞
う
権
現
舞
で
土
地
神
に

挨
拶
を
し
、
集
落
の
家
々
を
巡

り
祈
祷
す
る
。
家
人
は
米
や
の

し
袋
を
盆
に
載
せ
て
待
ち
、
権

現
様
に
頭
や
肩
・
腰
等
を
咬
ん

で
貰
う
「
身
固
め
」
を
受
け
、

こ
れ
で
今
年
も
健
康
だ
と
喜
ぶ
。

数
百
年
も
の
間
沿
岸
の
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
の
巡

行
も
、
今
や
久
慈
か
ら
釜
石
の

間
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

神
楽
は
、
江
戸
時
代
ま
で
山

伏
が
主
宰
す
る
生
業
で
あ
っ
た
。

山
伏
は
神
仏
混
交
の
修
験
宗
で
、

神
楽
を
行
え
る
範
囲
が
限
ら
れ

た
。
そ
の
範
囲
を
「
霞
」
と
言

う
。
し
か
し
黒
森
神
楽
は
宮
古

の
黒
森
神
社
を
起
点
に
霞
の
範

囲
を
広
く
超
え
巡
行
を
行
っ
た
。

度
々
他
の
修
験
か
ら
訴
え
ら
れ

た
が
、
南
部
藩
の
庇
護
で
継
続

さ
れ
た
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

各
地
か
ら
神
楽
衆
が
集
ま
る
こ

と
だ
。
現
在
、
神
楽
の
多
く
は

集
落
や
氏
子
達
で
形
成
さ
れ
る

　

昨
年
７
月
、
官
民
連
携
の
被

災
地
就
業
支
援
協
議
会
「
テ
レ

ワ
ー
ク
１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
発
足
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
と
は
、
在
宅
勤
務
な
ど
の
時

間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働

き
方
の
総
称
で
、
通
勤
の
必
要

が
な
く
、
自
宅
な
ど
で
主
に
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
す
る
。
仕
事
内
容
は
、
手

書
き
書
類
の
デ
ー
タ
化
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
検
索
・
更

新
、
在
宅
で
の
電
話
業
務
な
ど

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や

画
像
修
整
と
い
っ
た
専
門
ス
キ

３
省
・
１
４
０
企
業
が
推
進
す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ル
を
要
す
る
求
人
も
あ
る
。
案

件
に
応
じ
て
働
く
形
態
も
異
な

り
、
直
接
雇
用
以
外
に
、
地
元

企
業
が
委
託
さ
れ
た
仕
事
を
個

人
に
配
分
す
る
個
人
事
業
主
の

形
を
と
る
方
法
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
勤
務
と
さ
ま
ざ
ま
だ
。

企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
電
話
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
使
い
充
分
可
能
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
、

専
門
会
社
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に

よ
り
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
幹
事
企
業

は
、
新
し
い
働
き
方
と
し
て
の

テ
レ
ワ
ー
ク
を
震
災
以
前
か
ら

推
進
し
て
き
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

「
ラ
イ
フ
ネ
ス
」。
震
災
後
、
現

地
に
赴
き
、
事
務
系
職
へ
の

ニ
ー
ズ
の
多
さ
や
、
地
元
雇
用

の
不
足
と
い
っ
た
問
題
に
気
づ

き
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
可
能
性
を

官
民
へ
強
く
呼
び
か
け
た
。
思

い
が
実
を
結
び
、
関
係
３
省
と

現
地
企
業
を
含
む
民
間
会
社
に

よ
る
協
議
会
が
発
足
。
現
在
は

１
４
０
企
業
以
上
が
参
加
し
て

い
る
。

　

被
災
地
で
初
の
取
り
組
み
は

石
巻
市
。
昨
年
の
８
月
か
ら
就

業
説
明
会
を
開
催
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
も
説
明
会
の
宣
伝
に
協

力
的
で
、
毎
回
多
く
の
参
加
者

が
集
っ
た
。
開
始
か
ら
約
９
ヵ

月
間
で
５
０
０
名
以
上
に
就
業

機
会
を
提
供
し
た
。
石
巻
市
で

は
、
ラ
イ
フ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
基
に
地
元
団
体
が
運
営
を
引

き
継
い
で
い
る
。

　
　

自
治
体
・
地
元
企
業
・	

Ｎ
Ｐ
О
の
協
力
で
雇
用
拡
大
を

　

こ
れ
ま
で
テ
レ
ワ
ー
ク
の
特

が
、
黒
森
神
楽
は
、
岩
泉
・
旧

田
老
・
宮
古
・
大
槌
か
ら
参
加
。

つ
ま
り
神
楽
上
手
の
集
団
で
、

個
々
人
は
集
落
で
も
神
楽
や
剣

舞
・
鹿
踊
な
ど
芸
能
の
達
人
だ
。

一
方
、
鵜
鳥
神
楽
は
明
治
の
修

験
道
廃
止
以
降
、
広
い
信
仰
圏

を
背
景
に
巡
行
を
行
っ
た
。
黒

森
と
鵜
鳥
は
、
漁
業
者
に
篤
い

信
仰
心
で
迎
え
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
に
震
災
が
起
き
た
。
甚

大
な
被
害
に
巡
行
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
黒
森
神
楽
は
１
月
か
ら

３
月
ま
で
宮
古
か
ら
久
慈
ま
で

巡
行
。
鵜
鳥
神
楽
も
神
楽
衆
を

一
人
失
い
な
が
ら
も
行
っ
た
。

　

黒
森
神
楽
は
、
巡
行
が
終
わ

る
と
各
地
の
祭
礼
に
奉
納
す
る
。

４
月
は
、
被
害
が
大
き
か
っ
た

重
茂
半
島
音
部
で
挙
行
さ
れ
た
。

８
月
に
か
け
て
大
漁
祈
願
の
祭

礼
が
続
き
、
７
月
は
、
黒
森
神

社
例
大
祭
だ
。

　

震
災
以
後
、
民
俗
芸
能
が
各

地
で
甦
り
、
地
域
の
心
の
支
え

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
復
興

は
心
の
復
興
か
ら
既
に
始
ま
っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
文
／
東
北
文
化
財
映
像
研
究
所
・
阿
部
武
司
）

ビ
ジ
ネ
ス
視
点
で
復
興
を
。東
北
に

必
要
な
の
は
慈
善
で
は
な
く
投
資
だ
。

株式会社ソーシャルプランニング代表取締役
東北ライジング代表理事

竹
　たけい

井善
 よしあき

昭さん (54)

　

最
近
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

「
東
北
は
よ
う
や
く
、
本
格
的
な

復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
。
同
意
す
る
人
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
し
か
し
復
興
支
援
と
い

う
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
人

に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
僕
は

そ
れ
を
、
東
北
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
や

る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

何
故
か
？

　

そ
う
で

な
け
れ
ば
、

継
続
性
と
当
事
者
性
が
確
保
で
き

ず
、
十
分
な
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

が
生
ま
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

復
興
支
援
は
長
期
戦
だ
。
２
年

や
３
年
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
長
期
戦
は
寄
付
だ
け
で
は
続

か
な
い
。
事
実
、
震
災
か
ら
１
年

を
契
機
と
し
て
多
く
の
支
援
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
資
金
難
か

ら
東
北
か
ら
撤
退
し
て
い
る
。
ど

こ
か
で
利
益
を
生
み
出
す
構
造
を

作
ら
な
け
れ
ば
支
援
活
動
も
続
か

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ま
た
東
京
な
ど
他
地
域
の
人
間

に
と
っ
て
当
事
者
意
識
を
持
ち
続

け
る
こ
と
も
難
し
い
。
し
か
し
、

東
北
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
え
ば
、

そ
れ
は
ま
さ
に
他
人
事
で
は
な
く

自
分
事
に
な
る
。
東
北
を
復
興
さ

せ
な
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
も
成
立
し

な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

取
り
組
む
以
上
に
必
死
に
な
る
。

　

復
興
事
業
に
は
社
会
的
イ
ン
パ

ク
ト
も
必
要
だ
。
東
北
は
震
災
が

な
く
て
も
２
０
５
０
年
く
ら
い
に

は
人
口
が
半
減
す
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
た
地
方
で
、
イ
ン
パ
ク

ト
あ
る
事
業
を
興
さ
な
け
れ
ば
復

興
は
不
可
能
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点

で
の
支
援
活
動
が
必
要
だ
。
た
と

え
ば
、
三
陸
漁
業
の
復
興
に
は
、

三
陸
の
海
産
物
の
需
要
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の

仕
事
で
あ
っ

て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
仕

事
で
は
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
東
北
の
復
興
支

援
と
は
東
北
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
は
投
資
で
あ

る
。
慈
善
で
は
な
く
投
資
。
投
資

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
て
る
こ
と
で

地
域
を
育
て
る
。
こ
れ
は
途
上
国

支
援
業
界
で
は
主
流
の
考
え
方
だ

が
、
東
北
支
援
も
同
様
だ
ろ
う
。

性
上
、
女
性
の
応
募
が
多
か
っ

た
が
、
失
業
給
付
の
終
了
に
伴

い
、
今
後
、
男
性
の
応
募
も
増

え
る
見
込
み
だ
。
さ
ら
な
る
就

業
機
会
の
提
供
を
見
据
え
「
年

間
３
０
０
０
人
の
就
業
者
を
目

指
し
、
被
災
15
自
治
体
に
広
げ

た
い
」
と
話
す
の
は
ラ
イ
フ
ネ
ス

専
務
の
奥
村
正
明
氏
。
そ
の
た

め
に
現
在
、
人
材
募
集
か
ら
就

業
後
の
ケ
ア
ま
で
を
担
う
地
元

企
業
・
Ｎ
Ｐ
О
の
協
力
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
業
務
未
経
験
者

へ
の
実
地
研
修
や
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
教
育
を

任
せ
ら
れ
る
組

織
・
人
材
の
助
け

が
あ
れ
ば
、
さ
ら

に
雇
用
の
幅
は
広

が
る
と
奥
村
氏
は

言
う
。「
全
国
の

仕
事
を
被
災
地
に

集
め
、
就
業
機
会

を
提
供
す
る
こ
と

で
移
住
も
必
要
な

く
な
り
ま
す
。
国

や
自
治
体
を
巻
き

込
み
、
テ
レ
ワ
ー

ク
導
入
の
流
れ
を

つ
く
れ
ば
地
元
就

業
者
が
増
え
、
地

域
も
盛
り
上
が
る

で
し
ょ
う
。
被
災

者
だ
け
で
な
く
、

仕
事
が
な
く
地
元

を
離
れ
た
若
者
も

戻
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
復
興

へ
の
大
き
な
足
が

か
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
」。

http://w
w

w
.

telework-1000.
jp/

③

オピニオン

復興の友たちへ

田老町防潮堤前の黒森神楽の神楽念仏（今年３月）
リレー連載 ③

「テレワークを普及させたい」と
意欲を燃やすライフネスの奥村氏

岩
手
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⑤

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
無
料
宿
泊
施
設

大
槌
町
「
き
ら
り
ベ
ー
ス
」
誕
生

特
大
の
か
ん
ぱ
ち
の
刺
身
、
鯛

の
塩
焼
き
、
煮
魚
の
ま
ぜ
ご
飯
。

既
に
も
う
食
べ
き
れ
な
い
量
だ
っ

た
が
、
時
間
差
で
あ
ら
煮
、
み

そ
汁
に
も
ず
く
酢
が
運
ば
れ
る
。

た
ま
ら
な
く
美
味
い
が
食
べ
き

れ
な
い
、
で
も
勧
め
ら
れ
る
、

じ
ゃ
あ
も
う
少
し
。
お
約
束
の

幸
せ
問
答
を
重
ね
た
。

　

中
で
も
感
動
し
た
の
は
も
ず

く
。
前
に
座
っ
た
若
い
漁
師
さ

ん
が
採
っ
て
来
た
と
い
う
そ
れ

は
、
沖
縄
も
の
の
半
分
以
下
の

細
さ
で
、
ぷ
ち
ぷ
ち
と
も
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
も
つ
か
な
い
絶
妙
な

歯
ご
た
え
。
波
が
高
く
養
殖
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
の
島
の
も
ず

く
は
、
全
て
天
然
も
の
。
ず
っ

と
採
れ
な
か
っ
た
の
が
、
昨
年

か
ら
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

聞
き
、
幸
せ
が
増
大
し
た
。

　

贅
沢
な
肴
達
を
全
て
食
べ
切

れ
な
い
ま
ま
、
酒
は
進
み
、
夜

は
更
け
て
い
っ
た
。
先
の
漁
師

さ
ん
に
息
子
が
で
き
た
ら
継
い

で
欲
し
い
か
を
聞
い
て
み
た
。

「
そ
の
時
の
状
況
次
第
だ
け
ど
、

魚
の
値
も
落
ち
て
き
て
儲
か
ら

な
い
か
ら
な
あ
」。

　

漁
業
者
の
厳
し
い
現
実
は
、

東
北
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

な
ぜ
東
京
で
美
味
し
い
魚
を
食

べ
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ

魚
の
値
は
落
ち
、
漁
業
者
は
仕

事
を
続
け
ら
れ
な
い
の
か
。
他

人
事
で
は
な
い
。
自
然
か
ら
の

宝
を
こ
れ
か
ら
も
享
受
で
き
る

よ
う
、
自
ら
も
考
え
て
い
か
ね

ば
と
改
め
て
感
じ
た
。（
Ｙ
）

　

今
回
お
邪
魔
し
た
玄

界
島
で
は
、
ご
厚
意
で

島
の
方
々
と
公
民
館
で

一
緒
に
夕
食
を
頂
い
た
。

　

運
ば
れ
て
来
た
の
は
、

　

１
０
０
人
規
模
を
収
容
す
る

無
料
宿
泊
施
設
「
大
槌
き
ら
り

ベ
ー
ス
」
が
岩
手
県
大
槌
町
に

誕
生
。
復
興
の
た
め
に
各
地
か

ら
集
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援

者
が
利
用
で
き
る
場
と
し
て
、

５
月
14
日
に
本
稼
働
し
た
。

　

場
所
は
、
大
槌
北
小
学
校
。

こ
こ
は
昨
年
12
月
、
校
庭
に
約

40
店
舗
の
入
る
仮
設
商
店
街

「
福
幸
き
ら
り
商
店
街
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
。
今

回
、
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す

る
の
は
、
津
波
で
１
階
が
浸
水

し
た
た
め
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
校
舎
の
２
階
だ
。　

　

商
店
街
の
自
治
会
を
中
心
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
清
掃

を
行
い
、
２
階
の
教
室
を
宿
泊

所
と
し
て
整
備
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
支

援
者
の
多
く
は
、
釜
石
や
遠
野
、

花
巻
な
ど
か
ら
車
で
１
時
間
以

上
を
か
け
て
大
槌
に
通
っ
て
い

た
。
支
援
団
体
か
ら
は
、「
経

費
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
ガ

ソ
リ
ン
代
が
こ
れ
で
軽
減
さ
れ

る
」
と
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
宿
泊
で
き
る
こ
と
で
、

●第8回いわて銀河100㎞チャレンジマ
ラソン

【日時】２０１２年６月１０日（日）【会
場】スタート会場：北上総合運動公園北上
陸上競技場、沢内バーデン、けんじワール
ド第 2 駐車場、ゴール会場：雫石総合運
動公園【内容】豊かな自然と広大な大地い
わてを存分に満喫できる５市町村を走り抜
ける。１０km、５０km、１００km のコー
スあり。開会式・前夜祭は 9 日の１５時
から行われる。東日本大震災復興支援大会
として開催。【主催】いわて銀河１００km
チャレンジマラソン大会実行委員会【共
催】一般社団法人 東日本絆コーディネー
ションセンター【問い合わせ】いわて銀
河１００km チャレンジマラソン大会実行
委員会 ℡： ０１９（６１４）３８３０、
℻：０１９（６１４）３８５０、E メー

ル： info@iwate-ginga100.jp【URL】http://
iwate-ginga100.jp/

●ハワインアンフェス inふくしま飯坂

【 日 時 】 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 １ ６ 日（ 土 ）
１３：００～、１７日（日）１１：００～

【会場】第一会場：飯坂温泉駅前、第二会場：
波来湯公園、第三会場：旧堀切邸【内容】
歴史に彩られた福島市飯坂温泉で 1 人で
も多くの方の笑顔に出会うため、ハワイ
アンフラで会場を盛り上げる。【主催】湘
南フェスタ実行委員会【問い合わせ】湘南
フェスタ実行委員会（松木）　℡：０９０

（ ６ ５ ３ ５） ５ ３ ８ ８【URL】http://
shonan-festa.p1.bindsite.jp/pg20html.html

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方はpress@h-u-g.jp	まで。

敷
地
内
の
「
福
幸
き
ら
り
商
店

街
」
で
ゆ
っ
く
り
酒
を
飲
み
な

が
ら
地
元
の
人
や
他
の
支
援
者

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
可
能

に
な
っ
た
。
こ
の
ふ
れ
あ
い
・

語
ら
い
の
時
間
こ
そ
、
何
に
も

勝
る
価
値
か
も
し
れ
な
い
。

　

宿
泊
は
無
料
だ
が
、
事
前
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
の
予
約
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
が
必
要

と
な
る
。
寝
具
は
ま
だ
充
分

で
は
な
く
、
当
面
は
利
用
者

に
持
参
し
て
も
ら
え
る
と
助
か

る
と
の
こ
と
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
の
中
村
尚
さ
ん
は

「
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
宿
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
感
覚
で
先
に

入
っ
て
い
る
人
が
施
設
の
使
い

方
を
説
明
し
た
り
、
個
々
人

で
自
主
的
に
掃
除
を
し
た
り

と
、
利
用
者
皆
で
運
営
す
る

施
設
を
目
指
し
た
い
」
と
語
る
。

　

大
槌
町
を
起
点
と
し
た
岩
手

沿
岸
地
域
の
復
興
の
後
押
し
と
、

新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
へ
、「
き

ら
り
ベ
ー
ス
」
の
持
つ
可
能
性

は
未
知
数
だ
。　

　

利
用
申
し
込
み
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の

申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。【
Ｈ
Ｐ
】

http://kirari-base.jim
do.

com

　

宮
城
県
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
に
、
愛

ら
し
い
顔
を
し
た
真
っ
白
な
犬
が
い

る
。
名
前
は
ラ
ム
ズ
。
山
岳
救
助
犬
と

し
て
活
躍
す
る
犬
種
、
グ
レ
ー
ト
ピ
レ

ニ
ー
ズ
の
雄
で
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
犬
を

両
親
に
持
つ
血
統
証
付
き
の
お
坊
っ

ち
ゃ
ま
だ
。
以
前
は
室
内
犬
と
し
て
可

愛
が
ら
れ
て
い
た
が
、
津
波
で
家
を
失

い
、
避
難
所
に
設
け
ら
れ
た
室
外
の
犬

小
屋
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

す
ぐ
に
持
ち
前
の
人
懐
っ
こ
さ
で

人
々
の
心
を
癒
す
存
在
と
な
り
、「
ラ

の
お
供
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

お
年
寄
り
た
ち
に
大
変
に
喜
ば
れ

た
。
綱
を
強
く
引
く
こ
と
も
な
く
、

杖
を
突
く
歩
み
に
あ
わ
せ
45
㎏
の

大
き
な
身
体
を
寄
り
添
わ
せ
る
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
。
９
歳
の

ラ
ム
ズ
は
大
型
犬
で
は
老
齢
期
で
、

し
か
も
本
来
暑
さ
に
弱
い
犬
種
だ
。

し
か
し
嫌
が
る
こ
と
も
な
く
真
夏

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を
多
い
時

で
日
に
10
回
も
付
き
添
っ
た
。
そ

ん
な
健
気
な
姿
に
心
打
た
れ
た
人

は
数
え
き
れ
な
い
。

　

そ
の
後
、
地
域
に
誕
生
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
団
体
名
は
彼
の
名
を

と
っ
て
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進

力
！
ラ
ム
ズ
」
に
。
ラ
ム
ズ
は
名

誉
会
長
に
就
任
し
た
。

　

今
は
高
台
の
仮
設
住
宅
に
住
ん

で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
に
寄

り
添
い
、
皆
の
心
を
癒
し
笑
顔
に

し
続
け
る
、
ラ
ム
ズ
な
の
で
し
た
。

住民を癒すヒーリングドッグ

南三陸町戸倉地区
応急仮設住宅　番犬兼アイドル

ラムズくん (9)

ム
ズ
を
知
ら

ず
ば
、
戸
倉

で
は
モ
グ
リ

だ
」
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

間
で
言
わ
れ

る
ま
で
に

な
っ
た
。

　

代
わ
る
代

わ
る
散
歩

宮城県・南三陸町の伊里前商店街で行われた「しらうお祭」。
招待された歌手の歌声に合わせ、訪れた観客が手を振った。

１階が津波で浸水した大槌北小校舎。
この２階を宿泊施設として整備した。

はためく大漁旗、お祭日和
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